
⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

1
（５）屋内運動

施設

13頁

2行目

(5)の内容は、現在の体育館を残し更にバスケットボールコートを２面以上確保できるような体育館を増設

するということでしょうか。もし、現在の中学校体育館を残さずに新たな体育館を建設するのであれば、

スポーツセンターアリーナと同等の体育館を建設したとしてもアリーナと体育館合わせて４団体しか利用

できません。

（半面ずつ利用した場合）

⾧沼町は北・南・西の小中学校がなくなった関係で、今現在利用できる屋内運動施設はスポーツセン

ター・小学校・中学校の３か所です。新型コロナウイルス対策が緩和され、今まで活動を自粛していた団

体も今度活動再開するのであれば屋内運動施設の利用を希望する団体は増えると考えられます。

今現在の部活動の数、少年団の数、スポーツ協会に所属している団体の数を改めて整理し、スポーツセン

ターと新校舎で充分な練習場所が確保できるのか検討していただきたいです。

義務教育学校の校舎は体育館のみでなく、

競技によっては分散してスポーツ活動がで

きる施設も検討しているところであり、既

存の施設も活用しながら、いただいたご意

見を参考に十分検討してまいります。

2 ４ 建設候補地
14頁

1行目

P12(1)普通教室 から P13(8)地域連携施設 までを建設した場合、P14 4.建設候補地 図②現⾧沼中学

校の校地で収まるのか疑問に感じました。９学年が同じ校舎に通うとなれば学校行事が行われる際に駐車

場の確保が必要になります。

現在、小学校で行事が行われる場合、⾧沼町役場や農協の駐車場を利用していると思います。中学校で行

事が行われる場合はスポーツセンターや町民会館の駐車場を利用しています。

スポーツセンターの大会等のイベントと重なれば駐車場は混雑します。今も充分な駐車スペースが確保で

きていない中、１か所に施設が集中し車を停められるスペースがあるのか、除雪スペースがあるのか等、

今一度検討をお願い致します。

新校舎の建設に当たっては、児童・生徒の

安全面も含めて、スクールバス乗降場の確

保や現況よりも拡大した駐車場造成を検討

しております。今後も既存施設の敷地の活

用などを含めた中で、いただいたご意見を

参考に十分に検討してまいります。

○意見提出件数：８８件

 ⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）について、皆さまからのご意見を募集させていただいたところ、貴重なご意見をいただきましたので、ご意見とご意見に対する

教育委員会の考え方を公表します。

【意見募集の実施概要】
○意見募集期間：令和５年３月１０日～令和５年４月１０日
○意見募集方法：電子メール、郵送、FAX、学校教育課への持参
○意見提出者数：２０名



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

3

１ 今日的意

義、地域連携協

働、時代の要請

4頁

4行目

変化に対応➡社会の変化に対応 経済格差、貧困など教育と社会構造は密接に関連している。社会に対す

る視点は必要だと考えます。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

4 ２ 教育理念
4頁

8行目

自分の良さや…➡自己肯定感を高め自分の良さや… 子供が持っている素晴らしい力を引きだす（エンパ

ワメント）ためにも自己肯定感を高めることは欠かせない。国際比較の調査でも日本の子どもの自己肯定

感は低いという結果もありウェルビーイングを「よりよく生きる」と解釈すると、自己肯定感を高める必

要がある。                           ※できれば人権教育についても触

れてほしい

ご指摘の通り、子どもの自己肯定感を高め

ることは重要なことだと考えております。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

5

４ 目指す学校

像・目指す教職

員像

4頁

18行目

～

●追加…(7)教職員も学び育つ学校 授業方法の改善も必要であるが、人権意識を高め、子どもにパワハ

ラ、モラハラを行うことがないようにということもあるが、様々な子どもを理解したり、問題に対して、

向きあう力量を高めるためには先進的な研修が必要だと感じます。（例）キャップ、穀業、教師業、カウ

ンセリング、コーチング、サークルズ、セカンドステップ等      ※国際社会の理解について触れ

てほしい。英語教育が中心にならざるを得ないことは理解できるが、国際人を育てる必要があるのでは。

教職員に対する研修につきましては、各種

研修会を随時、実施しているところであ

り、今後もいただいたご意見を参考に取り

進めてまいります。

6
（７）防災施設

（設備）

13頁

8行目

先日、Ｊアラートがなった時、どこに避難すればいいのかわかりませんでした。地下施設といっても⾧沼

にはないので、不安を感じています。新たに学校建設をする機会に地下に避難施設を作ってほしいです。

生徒だけではなく、近隣住民も避難できると安心です。

公共施設にシェルター設置が義務付けられた

フィンランドをはじめ、諸外国では一定の設置

の動きがございます。なお、防衛等の外交・安

全保障に関する案件は地方自治法にもあるよう

に政府の専権事項でございますので、地下室の

建設につきましては、現在検討しておりません

が、新校舎につきましても引き続き避難所施設

としての運用できるよう十分に検討してまいり

ます。

7
学校給食につい

て
-

〇町による学校給食を続けてください。国産・道産・地元食材をできる限り使用した学校給食は食品安全

の面から考えて、子供達の健康・健やかな成⾧の為に重要です。そして、何より大切な子供達の健康・命

を守る事は教育⾧・町⾧の最も大事な役割であり、責務です。どうか、子供達の命を守って下さい。

〇今後の学校給食を検討するにあたり、栄養士（現職の役場栄養士・学校給食栄養教諭を除く）を委員に

含めた検討委員会を設置して下さい。

町での学校給食の提供については、義務教

育学校に関わらず、継続していくことで検

討しております。いただいたご意見につき

ましては今後の参考とさせていただきま

す。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

8
意見の反映につ

いて
-

学校を考えていく際に、広く町民の意見、特に実際使用している生徒や教職員、生徒の声を日頃聞いてい

る保護者の意見は取り入れてほしいです。実際に使いやすく居心地のいい学校にする為に有効だと思いま

す。ある保護者が「設計にも関わりたい。」と意見したのに対し、「ハード面はこちらで考えます。」と

答えたそうですが、ハード面も含めた全てにおいて町民の意見をききながら進めて下さい。

当事者である児童・生徒をはじめ、教職

員、保護者の意見を傾聴する機会を設ける

ことは持続可能な学校づくりにとって、と

りわけ重要なことであると捉えておりま

す。いただいたご意見を参考に今後、取り

進めてまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

9

３ ⾧沼町立学

校小中一貫教育

グランドデザイ

ン

3頁

今現在、小学校に栄養教諭が配置されているが、グランドデザインに、栄養教諭の記載がないこと、学校

給食や食に関する指導の記載がない。なぜか？

第６期 ⾧沼町総合振興計画（2021-2028）

基本構想 Ⅱ施策の大綱 学校教育の充実（P26抜粋）

   食育等健康教育の充実に努め、「生きる力」をはぐくむ・・

   基本計画（P100抜粋）

   学校給食については、児童生徒の望ましい食習慣の形成を目指し、地場産食材を活用した栄養バラ

ンスのとれた給食を提供するよう努めています。学校給食を通じて、食糧生産や消費について児童生徒へ

の正しい理解を導くとともに、学校給食が「生きた教材」となるよう、家庭・学校・地域と連携し、食に

関する指導の充実に努めています。一方で、地場産食材の安定した供給と使用率向上・・・

現在、⾧沼町と同様に義務教育学校を進めてい

る、あるいは既に建てられている、近隣の月形

町や当別町、安平町の学校建設に係る基本計画

または基本構想などには、食育に関する記載は

なく、教育理念や目的、めざす学校像などの教

育の全体像あるいは基本的なコンセプトが記載

されることが多く、本町の基本構想もそのよう

な形式を採っております。

なお食育に関する内容は教育行政執行方針に示

されており、小中学校学校経営計画の「食に関

する指導」の全体計画や年間指導計画に則って

適切に取り組まれているところでございます。

第２次⾧沼町食育推進計画（令和３年３月）

（２）教育・学習分野（P19抜粋）

  ○小中学校において、栄養教諭により学校給食を通して、正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身

に付け、食事を通して自らの健康管理ができるよう「食に関する指導」に努めます。

※ 第６期 ⾧沼町総合振興計画（2021-2028）、第2次⾧沼町食育推進計画（令和３年３月）で目標とし

ている内容から、学校給食を「生きた教材」とするためには、「栄養教諭」の配置は必須であると思われ

ます。

●追記 ○保健体育（保体部）→ 栄養教諭（学校給食）

               食に関する指導

〇ふるさと部会➡郷土愛を育むために、地場産業を活用した学校給食の提供、郷土料理を学校給食で提供

し、学校給食を「生きた教材」として活用することは、教育効果が期待できることから活用すること。

学校給食のあり方については、今後、総合的に

検討してまいります。

また、当該グランドデザインにつきましては、

小中一貫教育の令和４年度の取り組みについ

て、参考として掲載しております。義務教育学

校としてのグランドデザインは今後、幅広くご

意見をいただいた上で、策定してまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

10

１ 今日的意

義、地域連携協

働、時代の要請

4頁

1行目

○義務教育学校の教育は、学習指導要領に基づいて行われなけれ

ばならない。この中に食育の推進が入っていない。なぜか？

学習指導要領改定

「生きる力」を育む、子どもたちが「何ができるようになるのか」を重視する視点が示された。

学習指導要領

第1章総則に学校における食育の推進については、児童生徒の発達段階を考慮して、学校の教育活動全体を

通じて適切に行うことや、教科等の特質の応じて適切に行うことが規定されている。

● 追記 児童生徒の発達段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じた食育の推進

食育に関する内容は教育行政執行方針に示

されており、小中学校学校経営計画の「食

に関する指導」の全体計画や年間指導計画

に基づいて適切に取り組まれているとおり

でございます。

学校給食のあり方については、今後、総合

的に検討してまいります。

11

（３）健全な心

身～困難にくじ

けない強い心と

身体を持った子

ども

5頁

4行目

○目指す児童・生徒像とつけさせたい力（学習指導要領では）

（３）健全な心身

   →  児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることにより、生涯にわたって

健やかな心身と豊かな人間性を育んでいくための基礎が培われるよう栄養のバランスや規則正しい食生

活、食品の安全性などの指導が一層重視されなければならない。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

12 （４）教職員数 6頁

○（４）教職員数に栄養教諭が記載されていないのはなぜか？

 学校給食を実施する市町村には、道職員の栄養教諭が1名配置となる。現在1名配置されている。

学校給食を行わないのか？教育現場で、教育の一環である学校給食を行わないことは、道職員の栄養教諭

が配置されないことになる。児童生徒にとって大切な体験学習の場を奪うことになる。

学校給食とお昼ご飯（ランチ）は、別次元の食事。

●追記 （４）教職員数に栄養教諭 １

町での学校給食の提供については、義務教

育学校に関わらず、継続していくことで検

討しております。いただいたご意見を今後

の参考とさせていただきます。また、ご指

摘のありました栄養教諭につきましては、

3/22に追記修正いたしました。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

13

特色ある教育

地域を愛する人

材の育成

7頁

 「ふるさと教育」

 地域の特産物を年間190日余りある学校給食の時間に、学校給食の献立を生きた教材として活用すること

で、繰り返し地域について学ぶことができる。

 栄養教諭が、地域の特産物を積極的に活用し、特産物の資料の提供等を学級担任にすることで、給食の

時間がより効果的な学習時間となる。学校給食は、教育の一環であり、給食の献立は生きた教材である。

 給食時間は、大切な体験学習の時間であることを町が認識し、給食を活用して教育的効果を上げ、食品

ロス観点も含め、持続可能な消費生産形態をつくっていくことができる。

「ふるさと教育」に学校給食を活用すること。

⾧沼町では、ふるさと教育を進めるととも

に、地域の特産物を積極的に活用するた

め、給食の献立に郷土食のメニューを設け

ております。今後はさらに郷土食のメ

ニュー充実に努めてまいります。今後の学

校給食のあり方については、総合的に検討

してまいります。

14
１ 建設の基本方

針

9頁

14行目

 建設の基本方針の中に、学校給食調理場（厨房）が含まれていないのはなぜか？

老朽化していく学校給食施設の改築計画については

第６期 ⾧沼町総合振興計画（２０２１―２０２８）

○基本構想 学校教育の充実（P26 抜粋 ）

  小中一貫教育を進めるうえで望ましい学校施設の形態は施設

一体型と考え、学校給食センターも含めた複合化・集約化を基本に、学校建て替えに着手します。

○前期基本計画

５ 多様なひとと文化を育むまち

（３）義務教育の充実 （P100抜粋）

 センター建設後30年以上が経過しており建物や機器の老朽化が進んでいることなどから、施設の複合

化・集約化も含め、早急に改築に向けた取り組みに着手する必要があります。

2022年（令和３年４月）に策定されたばかりの計画は町⾧の公約である。

 ●追記 ⑨教育的効果を上げるために学校に学校調理場（単独校方式）を併設し、健康教育（体育・保

健・給食（食））を柱に特色ある教育を行います。

町での学校給食の提供については、義務教

育学校に関わらず、継続していくことで検

討しております。給食センターにつきまし

ては、持続可能な給食提供や全国で広がり

始めております高齢者向けの配食サービ

ス、総合給食推進、地域特産品の食品加

工、防災といった新しい機能を持つ施設へ

の検討も今後必要であり、いただいたご意

見につきましては、今後の参考として検討

してまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

15 ２ 学校規模
9頁

14行目

→学校に給食調理施設の併設を含め検討が必要。

児童生徒の人数が減少していくことから、学校に設置した給食施設を町の食育推進の拠点とし、幅広く活

用すること等、視野を広げ考えることがこれからの社会で求められていることと考える。

給食センターにつきましては、持続可能な

給食提供や全国で広がり始めております高

齢者向けの配食サービス、総合給食推進、

地域特産品の食品加工、防災といった新し

い機能を持つ施設への検討も今後必要であ

り、いただいたご意見につきましては、今

後の参考として検討してまいります。

16
（３）多目的教

室等

12頁

10行目
→ランチルームなど食事を楽しめる空間があると衛生的であり、より効果的に食育を実施できる。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

17
（７）防災施設

（設備）

13頁

10行目

→町の中で大切な防災施設となる。

 災害時に、炊き出しも想定し、学校給食と防災施設の機能を兼ね備えたものを建設することが有効と考

える。

 現在、改築中の北広島市小学校学校給食センターは防衛庁の「まちづくり支援事業」を受け、防災施設

として建築費等の補助金を活用している。参考にして建築費の軽減をはかってもらいたい。

給食センターにつきましては、持続可能な

給食提供や全国で広がり始めております高

齢者向けの配食サービス、総合給食推進、

地域特産品の食品加工、防災といった新し

い機能を持つ施設への検討も今後必要であ

り、いただいたご意見につきましては、今

後の参考として検討してまいります。

18

2.⾧沼町におけ

る小中一貫教育

Ⅱ-1.今日的意

義、地域連携協

同、時代の要請

について

2頁

20行目

4頁

1行目

～

ウェルビーイングについて触れられているが 、児童生徒が心身ともに健康で持続的に幸福な状態 でいるた

めに欠かせないと思われる食の安心 ・ 安全については 、どこにも触れられていません 。

給食を始めとした食の教育については、どのように考え実行されていくかの方針も示してほしいと思いま

す。

ご意見、ありがとうございます。当事者で

ある教職員の意見など、幅広い各層の意見

を拝聴し、基本設計にも反映させてまいり

ます。

19
（４） 管理系

施設

12頁

15行目

管理系施設の整備について触れられているが、それぞれ必要な施設と考えられるので、「目指す」という

事ではなく、整備することを決定してほしい。

給食については、給食セ ンターからの運搬で現在同様の対応として考えられているのであれば、給食セン

ターの改修問題との整合性を取った整備計画を立ててほしい。

また、 13 ㌻にあるように、地域の防災施設としての機能を有する設備を検討するのであれば、給食セン

ターの機能を校内に入れることも検討してはどうかと思う。

管理系施設にかかる文言につきましては、

今後も幅広く意見を伺いながら取り進める

ため、目指すとしております。給食セン

ター及び防災施設に関するご意見につきま

しては、今後の参考として十分検討してま

いります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

20 ４ 建設候補地 14頁

敷地の確保や町民会館取り壊し等、周辺の施設の状況の変化がある事柄 となるが、将来にわたってより良

い暮らしができるようなあり方を十分検討する必要があると思う。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

21 全体を通して -

今回のパブリックコメントの募集だけでなく、より幅広い年齢層の意見が聞けるようなしくみで意見を聞

く必要があると思う。

総合教育会議や、その他諮問機関などで検討されることと思うが、恒例の各団体の代表等で構成するだけ

でなく、より身近な実際に関わる年齢層の町民(現在の子育て 世代だけでなく未来の子育て世代や、児童生

徒を含む)の意見を聞いて進んでもらいたい。

今後、新校舎の検討にあたって、町民に対

する説明会や、関係団体等も含めた検討委

員会の設立を予定しております。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

22 全体を通して -

(パブリックコメント全般のやり方に関して）

パブリックコメントを出したくてもなかなか全てを読んで意見を出すことができる人は限られると思うの

で、抜粋版やキッズ版を作り教育現場からも子どもたちを含めた生の意見を挙げてもらえるようにするな

ど、より多くの町民に意見を出してもらえる工夫をすべきだと思う。

また、パブリックコメントを受け付けていることを広報誌や広報無線で町民に周知するルールを作り、

ホームページをふだん見ていない人にもより多くの町民に知ってもらう努力が必要と考えます。

（パブリックコメントの受付方法について）

現在、提出様式が定められ、ファイル様式もwordと PDFファイルが掲載されているが、内容が網羅されて

いれば、メール本文に記載する形でも受け付ける旨、付記した方がより多くの方が意見を出しやすくなる

と思います。（スマホから簡単にパブコメを提出できる方法を検討してほしいと思います。家にパソコン

がある方の意見だけ集めても不足していると感じます。)

義務教育学校設立については、当該基本構

想（案）に対する意見募集のみならず、関

係団体も含めた検討委員会の設立や、住民

説明会の開催等も検討しております。

今後もいただいたご意見を参考にしなが

ら、新しい学校施設の整備を検討してまい

ります。

また、学校給食のあり方については、今

後、総合的に検討してまいります。

メールで受付された後、受信を確認した旨の返信をお願いいたします。

令和5年3月8日中央教育審議会の答申によれば、今後5年間の教育施策の目標と基本施策の基本例として、

「学校保健、学校給食・食育の充実」が挙げられているが、給食センターが老朽化する中で、校舎につい

ての検討はされているようですが、スローフード宣言の町、農業が基幹産業の町として、給食（食育）に

ついては今後どのように進めていくのか、明記すべきと考えます。

その他の項目についても、中央教育審議会の答申その他の関係資料と対比させながら、町民が理解できる

データを示していただけるともっと意見を出しやすいと思います。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

23

３ ⾧沼町立学

校小中一貫教育

グランドデザイ

ン

3頁

3 ⾧沼町立学校小中一貫教育グランドデザイン(令和4年度)

これは、これから始まる令和5年度ではなく、令和4年度のことの確認ということなのでしょうか？それと

も、令和5年度の誤りなのでしょうか？

「教育目標」と「目指す児童・生徒像」の学年別の内容がほとんど同じことが記載されており、区分して

いる意味が伝わってこない。目指す児童・生徒像を育成するために具体的にどのような教育をすれば目標

を達成できると考えられているのか、具体的に記載したらよりわかりやすく感じます。

当該グランドデザインにつきましては、小

中一貫教育の令和４年度の取り組みについ

て、参考として掲載しております。義務教

育学校としてのグランドデザインは今後、

幅広くご意見をいただいた上で、策定して

まいります。

24

４ 目指す学校

像・目指す教職

員像

4頁

21行目

4 目指す学校像・目指す教職員像

目指す学校像について記載されていますが、教職員像についての記載がありません。「教職員は、目指す

学校像に沿い、児童・生徒の個性・特性を活かしながら、ひとりひとりに寄り添った教育

教育活動に取り組みます。」など、項目を入れてほしいです。

（有り得ないとは思いますが）目指す教職員像を示すことができないなら、タイトルから外してくださ

い。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

25

３ ⾧沼町立学

校小中一貫教育

グランドデザイ

ン

3頁

特別部会に、「食育部会」を作ってはどうでしょうか？

左下の囲み〈特別部会配属について〉

※

※□業務を所管する係については...の□とは何ですか？

食育に関する内容は教育行政執行方針に示

されており、小中学校学校経営計画の「食

に関する指導」の全体計画や年間指導計画

に基づいて適切に取り組まれております。

食育部会につきましては、いただいたご意

見を参考に検討してまいります。

また、グランドデザイン内の記載につきま

して、□とは各分掌部会（教務部・研修

部・文化部など）の直下にある枠のことを

指しております。

例：研修部の研究主任が特別部会の学力向

上に所属するという意味です。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

26 ７ 学校概要 6頁

学校概要で、中2だけ3クラスとなっていますが、その後の児童・生徒数の推移や人口減少の状況から考え

ると、中2も2クラスとし、多目的室や使用頻度の低い部屋を教室にも活用できるような構造とし、面積を

減らすことはできないのでしょうか？

明らかに、この学年が卒業した後、空き教室になることが予想されるのであれば、人数も87名と2クラスに

しても7名多いだけですので、7名が転出してしまったら、必要なくなります。

ご指摘のとおり、今後の人口減少により、

中2の1クラスが不要になる場合も考えら

れますが、1クラスを減らしても建築面積

に変更が生じないことから、今後の入学状

況や授業での利活用も含めて検討してまい

ります。

27 ２ 学校規模
10，11

頁

公立学校建物の校舎等基準表(抜粋)

◆小学校基準

4 上表の基準は、温暖地の学校の場合であって、当該学校の所在地の積雪寒冷度に応じて行う補正は次表

のとおりである。

一級積雪寒冷地域 二級積雪寒冷地域

32 m²×N* 16 m²×N* *特別支援学級数を含める。

※普通教室 12、特別支援教室 5、多目的教室及び少人数授業用教室を設定、一級積雪寒冷地域の場合

と記載されておりますが、黄色に塗りつぶされ、計算式に採用されているのは「二級積雪寒冷地域」に該

当しているように思いますが、どちらが正しいのでしょうか？

ご指摘いただいた箇所については、記載誤

りのため、二級積雪寒冷地域に修正いたし

ます。

28 ４ 建設候補地 14頁

4 建設候補地

表の中で②は、増改築となっております。その後のスケジュールや説明では新築のように感じたのです

が、「増改築」でいいのでしょうか？

現時点では新築を想定しております。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

29
１ 建設の基本方

針

8頁

15行目

内容：

小学校高学年や中学生の場合、少人数での打ち合わせ（学級・生徒会・部活）が多い。その際に使えるよ

うなスペース（相談室やミーティングルーム）のようなものが欲しい。大きなスペースをパーテーション

で区切るタイプでも良いが，1教室を２分の１から４分の１くらいに区切った小さな部屋があるとより使い

やすい。

音楽室や吹奏楽部の合奏室は1階にあるのが望ましい。

多くの学校は3階や4階の端にあることが多いが（音漏れの問題等で）ピアノ設置時の搬入、吹奏楽部の大

型楽器の搬入搬出（年間20回前後）の際に危険が回避できる。現在は２階に音楽室や合奏室があり急な階

段を運ぶ際に大変危険を伴っている。

 １階に音楽室・合奏室がある学校での勤務（栗沢中、砂川石山中）経験からバリアフリー設計だと大型

楽器をキャスター移動できるので労力も省けて安全である。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

30 （２）特別教室 12頁

 新校舎でも楽器庫と合奏室は欲しい。

 現在の⾧沼中には吹奏楽部用の合奏室がありそこに大型楽器（打楽器群）を保管している。音楽準備室

には、管楽器を中心に保管している。合奏室は音楽室と兼用だと打楽器を保管する場所の確保が難しい。

合奏室は音響上、吸音できる素材で壁や天井ができていると成⾧期の子どもたちの耳に良い。（顧問の私

は⾧年の爆音にさらされ、３０代より耳の聞こえが悪くなってしまった）

 特別活動室（生徒会室）は１となっているが、もし、児童会組織もつくり活動するのであれば別な部屋

があった方が良い。教室の半分くらいのスペースで良いので２部屋あると良いと思う。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

31
(８)地域連携施

設

13頁

14行目

現在の町民会館大集会室はコンサートでの利用があるので音楽ホールの機能がある施設設備になると良い

と思う。（例）砂川中学校音楽堂、岩見沢東光中学校東光ホール

町民への開放を前提に考えるのであれば、客席付きのホールが絶対に良いと思う。（多目的になるとどの

目的にも使いづらいものになってしまう公共施設をたくさん見てきているので。）

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

32
学校給食につい

て
-

今回給食センターについての記述はなかったが、何らかの形で結論を出すことになると思うので、「町民

の考え」「地域の願い」を反映させて欲しいと思う。

学校給食のあり方については、今後、総合

的に検討してまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

33

１ 小中一貫教育

が求められる背

景・理由

1頁

過去のパブコメの回答には、ご意見として参考とさせて頂きますとの記載が多く、その参考にした結果は

どうだったかわからないため、以下具体的な回答をお願いします。

（意見）

中一ギャップによる中学進学による不登校の増加は⾧沼中学校にも見られますが、「中一ギャップ」でひ

とくくりせずに、その原因を把握するべき。（教職員などが問題があるものも、目をつぶらずにきちんと

受け止めて欲しいです）

⾧沼は小中各1校なので生徒が同じ顔ぶれの中、一般に言われている中一ギャップが理由による不登校増加

ばかりとは思えない。

小中学校の不登校児童生徒数が24万4940人と、

前年度より4万8813人増えて過去最高となったこ

とが昨年10月、文科省の「2021年度児童生徒の

問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関す

る調査」で明らかになっております。不登校児

童生徒数の増加は9年連続で、今回の増加率（対

前年度）は過去最大となりました。文科省はそ

の背景として、コロナ禍の活動制限で登校意欲

が低下しやすかったこと、臨時休校・再開が繰

り返されたことで、登校のハードルが下がった

り、生活リズムが乱れたりするケースがあった

ことなどを指摘しております。

コロナ禍の活動制限や中一ギャップ及び不登校

生徒に対する課題については、小中一貫教育の

実践以前から対応に取り組んでおり、今後の対

応に向けて、ご意見として十分検討してまいり

ます。

34

１ 今日的意

義、地域連携協

働、時代の要請

4頁

多様な人々との協働、取り残さない教育の実現、に、インクルーシブ教育も記載して盛り込んだらどう

か。

１２ページ施設整備では特別支援学級の設置も充実しているし、今でも支援員の方や先生方はよくやって

くださっていると思いますが、⾧期的、世界的に見れば今後は支援学級の充実よりも同じ空間で共に学ぶ

仕組みを作る方がよいのではないでしょうか？

インクルーシブ教育の考え方はとても大切

であります。具体的には、「特別支援学級

及び通級による指導の適切な運用につい

て」（令和４年４月27日文部科学省初等

中等教育局⾧通知）などの文部科学省各種

通知に基づいて教育課程を編成するように

学校を指導してまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

35 ２ 学校規模
10-13

頁

学校規模に、必要面積の総和が義務教育学校の整備面積の上限となり・・・と記載あり。

必要面積の合計が12,927㎡になるが、現中学校地に建設をするとなると、グラウンドや遊具などの前庭、

駐輪場などはそれぞれどのくらいの面積になるのか。

校庭は全校生徒が使えるように広さを確保して欲しい。

また、体育館は小学校、中学校のそれぞれ必要面積を合わせるとおよそスポーツセンターの２倍以上にな

るが、１３ページの屋内運動施設の大きさはバスケットコート２面以上という記載になっている。

２面以上の広さの屋内運動場を２つ建設予定ということでしょうか。もしくは４面相当の規模の屋内運動

場となるのでしょうか。どちらにしても、現体育館１つ分では、９学年級の充分な運動をできるとは考え

にくいので、学級数に応ずる屋内運動場必要面積を満たす屋内運動場の確保を求めます。

新校舎の建設に当たっては、検討委員会の

設立を予定しております。

義務教育学校の校舎は体育館のみでなく、

競技によっては分散してスポーツ活動がで

きる施設も検討しているところであり、既

存の施設も活用しながら、いただいたご意

見を参考に今後、取り進めてまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

36

（４） 環境へ

の配慮や機能向

上を目指す施設

整備

9頁

6行目

（４）環境への配慮や機能向上を・・・

⾧期的に、建物の改修や維持にコストがかからないような建材や設計であることが望ましい。

維持管理をしていくうえでお金がかかることは今の子ども達の将来の負担になるので、設計段階から考え

るべきだと思うからです。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

37
１ 建設の基本方

針
8-9頁

・中学に通う子どもの意見です。

現在、中学校の体育館の床が老朽化によりクギが出ていて危ないところがあります。

今後新築するのであれば、そうした建材をつかわないような建物にしてください。

数十年後の子ども達に危ない思いをさせるのは嫌です。

・上記は現在学校に通う子どもの意見です。以前、教育委員会に問い合わせをした際には、建物の設計段

階では子どもの意見は不要であると返答をいただきました。

ですが、実際に通っている子どもは、教職員にはない目線で、さらに外部者である建築設計の業者さんで

さえも気づかないような指摘や提案をする場合があります。

実際に通っている子どもの意見を聞かずして、大人の意見のみで設計を行っていくのは柔軟性に欠けてい

ると思います。そして子どものための学校であるならばなおさら子どもの意見は聞くべきだと思います。

過去のパブコメの回答には、ご意見として参考とさせて頂きますとの記載が多く、その参考にした結果は

どうだったかわからないため、そうした回答は無いようにお願いします。

当事者である児童・生徒をはじめ、教職

員、保護者の意見を傾聴する機会を設ける

ことは持続可能な学校づくりにとって、と

りわけ重要なことであると捉えておりま

す。いただいたご意見を参考に今後、取り

進めてまいります。
意見を寄せてくれた中学生の生徒さん、ご指摘

どうもありがとう！安全な学習環境は大事なこ

とですね。

4月25日現在、中学校の体育館床のクギは確認さ

れておりません。但し、床ではありませんが、

体育館の壁にクギが出ているところが確認され

ました。危なくないように対応しています。も

し、また何か気付いたことがあれば、すぐに学

校の職員に知らせてください。安全第一で対応

します。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

38 ３ 施設設備
12-13

頁

・施設整備に、２階建て以上になるのであれば階段にゆるいスロープを設けることや、エレベーターの設

置を希望します。（建設の基本法案にも、バリアフリー化を目指すと記載あります）

エレベーターは車椅子や足腰のケガがある際にも使用でき、また、給食の配膳をする時にも使えるので、

労働軽減にもつながる。

↓

普段子どもが使用してしまうなどの懸念があるならば、そうした事のないように設置をかんがえればよい

と思います。

以下、現在中学生の意見です。

・小学から中学になるとき、「違う」ことがよかったこともたくさんある。校舎が違う、先生が違う、教

育スタイルが違う、等。

一貫校だからといって、９年間「同じ」だと、学校へ通うことがマンネリ化してきたり一旦生じたいじめ

などはそのまま続くことが懸念される。成⾧段階で「違う」ことも取り入れて欲しいので、小中で棟をわ

ける（建物の二分化）、下駄箱を小中で別の場所にする、など、私たちこどもが成⾧して感じる嬉しい

「違い」をなくさないでください。

当事者である児童・生徒をはじめ、教職

員、保護者の意見を傾聴する機会を設ける

ことは持続可能な学校づくりにとって、と

りわけ重要なことであると捉えておりま

す。いただいたご意見を参考に今後、取り

進めてまいります。

意見を寄せてくれた中学生の生徒さん、先ずはその勇気

と行動に敬意と感謝の意を表します。どうもありがと

う！

小学校から中学校へ進学する際、適度な「違い」は教育

上むしろ必要です。しかしながら、統計的に中学校に

入ってから不登校が顕著に増加することについては、適

度な高さの壁ではなく、より傾斜のきつい壁につらい思

いをしている子どもが一定数いることを示しています。

意見を寄せてくれた生徒さんはそのことについてどう考

えるかな。

そのようなつらい子どもにとっても適度な高さの壁にな

れば、元々簡単に壁をのりこえる子どもにとっても、つ

らい思いをしている子どもにとっても全ての子どもに

とってこえられること（ユニバーサルデザイン）になる

と考えます。すでに建てられた義務教育学校では、校舎

の階の違いによる小中の教室の区分けやチャイムの区分

け、図書室など特別教室の小中の区分け、それそれの居

場所づくりなど適度な「違い」に配慮した取り組みに加

えて、学習習慣づくりや異学年交流などの学習面での取

り組みなどを組み合わせて、適度な壁づくりとそれをみ

んなでのりこえていく試みがなされています。

意見を寄せてくれた生徒さんはこれらの試みについてど

う思うかな。これらの試みは大人が全部決めるのではな

く、子どもが実行できるものは子ども同士で考え、話し

合って、みんなが成⾧して感じるうれしい「違い」を決

めて実行していくのが望ましいと考えます。これからの

時代、「こども基本法」にも定められているように当事

者である子どもたちの意見がとても重要になってきま

す。そのための学校づくりを教育委員会は力いっぱいサ

ポートしていきます。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

39
５ 建設に係る

スケジュール
15頁

今後のスケジュールが具体的に記載されていませんが、このことについて問い合わせしたところ、建物を

きめるのは専門家などがやったほうがよいという意見が多くPTAや子どもの意見など広い意見は必要ない

という教育委員会の認識があるようでした。

広い意見は不要という認識があるのに、町民からのパブコメの意見は反映・検討されるのでしょうか？

こどものために、⾧期を見据えた学校を建てるのであれば、専門家や教育関係者ばかりでなく、子どもの

意見、PTAの意見もぜひ参考にして欲しいと思います。

教育者にとって教育しやすい学校＝子どもにとって学びやすく過ごしやすい学校であるとは言えないと思

います。

当事者である児童・生徒をはじめ、教職

員、保護者の意見を傾聴する機会を設ける

ことは持続可能な学校づくりにとって、と

りわけ重要なことであると捉えておりま

す。いただいたご意見を参考に今後、取り

進めてまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

40
学校給食につい

て
-

内容：

令和２年に出された学校設備整備基本方針には、自校給食提供の導入を検討との記載があります。

①基本方針をみれば設備一体型の自校給食提供を原則とし複合化・集約化を推進していると思いますが、

今回の新設にともない自校給食施設がないのはなぜでしょうか。

自校式であれば配送コストはかからず、また同時建設であれば建設費用も抑えられ、基本構想の目指す省

エネルギー化にもなるのでは？

②防災拠点としての防災機能の整備としても、自校給食の導入は望まれると思います。

町の生涯学習推進計画にも第三章学校教育に魅力ある学校作りの推進、避難施設としての機能を高めてい

くことが求められると記載しており、魅力ある学校作りおよび避難施設機能としても自校給食設備があれ

ばそのどちらも兼ねるのではないでしょうか。

自校給食になれば⾧沼高校への提供は建築基本上での「工場」該当になるため困難だとありますが、どう

いった点が困難なのでしょうか。外部へ仕出しを行っている例もあるようですし、「できない」のではな

いのですね？

令和2年（2020年）3月の⾧沼町学校施設整備基

本方針での学校給食センターも含めた複合化・

集約化を推進することを受け、令和4年度第2回

総合教育会議【令和5年（2023年）3月2日】に記

載されております通り、まずは、子どもたちが

安全で快適な教育環境を実現できるよう、⾧年

の課題である小中学校校舎の老朽化並びに将来

的な人口減少に伴う児童生徒の減少など、問題

解決に向けた対応を優先させたいと考え、給食

センターにつきましては、持続可能な給食提供

や全国で広がり始めております高齢者向けの配

食サービス、総合給食推進、地域特産品の食品

加工、防災といった新しい機能を持つ施設への

検討も今後必要であるとの考えから、校舎を最

優先とした基本構想となった次第でございま

す。

③自校給食ができないのであれば、学校設備基本方針に記載のあるように給食センター存続のことも同時

に考えるべきではないでしょうか。改築も困難、自校式も困難、となるのであれば、どのような判断にな

るのでしょうか？

平成１７年食育基本法の第２０条には地域の特色を生かした学校給食の実施・・・とあり、⾧沼町の食育

推進計画第４章と５章には学校給食に於ける地元食材利用と地産地消についての記載があり、給食に使用

する米と小麦は⾧沼産100%野菜は・・・・４割強を⾧沼産を使用していきますとの明記があります。さら

に、生涯学習推進計画にも第二章前期基本計画第一節に⾧沼町の食材による安心で安全な給食を提供、

他。⾧沼の特色を生かした学校給食の提供は、地元に給食を作る施設があるからできると思いますので、

これらの推進基本計画にもしっかり明記あるように、給食センターをどういう方向で存続させていくの

か、教えて頂きたいです。

給食センターにつきましては、持続可能な給食

提供や全国で広がり始めております高齢者向け

の配食サービス、総合給食推進、地域特産品の

食品加工、防災といった新しい機能を持つ施設

への検討も今後必要であり、いただいたご意見

につきましては、今後の参考として検討してま

いります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

41 （４）教職員数 ６頁

栄養教諭が配置されていないことにより、学校給食はどうなるのだろうという疑問を持った。その後訂正

があったが・・・。

今まで、何十年も積み上げてきた学校給食をどのように考えているのだろうか？という気持ちになった。

私の意見は、学校給食を継続してほしいということだけです。

★第6期の基本構想の学校教育の充実の中でも学校給食センターも含めた・・・学校建て替えに着手しま

す。

★令和5年度の施政方針でも、学校給食では、（中略）地元食材の地産地消を引き続き進めてまいります。

というように、打ち出しているのですから、末⾧くこのことを実現し、学校給食をなくさないで下さい。

町での学校給食の提供については、義務教

育学校に関わらず、継続していくことで検

討しております。また、学校給食のあり方

については、今後、総合的に検討してまい

ります。

42
（５）屋内運動

施設

13頁

2行目

体育館の数がわかりませんでした。

小中それぞれに体育館は必要なので２つほしいです。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

43 ４ 建設候補地 14頁

③総合公園、りふれの南側に賛成します。

町民会館は町民にとって必要な施設ですので取りこわしてほしくないです。

児童館や保育園等も近いこと、また敷地面積も広いことが大変良いと思います。（スクールバスや自家用

車のお迎えの場所も充分確保できるのではないでしょうか？）

義務教育学校の教育理念を具現できる広さ

が確保されること、児童生徒の通学が比較

的行いやすいこと、既存施設（図書館、ス

ポーツセンター）を活用できることから、

現⾧沼中学校の校地に建設するのが最適と

判断しております。

町民会館の取り壊し等につきましては、関

係部署や関係団体等とも協議の上、いただ

いたご意見を参考とし、今後、十分に検討

してまいります。

44

（４） 環境へ

の配慮や機能向

上を目指す施設

整備

9頁11

行目

（４）④について

⾧期的建物を有効活用とあるが、給食の件について案にない。

学校給食のあり方については、今後、総合

的に検討してまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

45

（５） 地域に

開かれ地域の核

となる施設整備

9頁2行

目

（３）④について

隣接する教育施設と相互に機能的に連携を図るよう現在の駐車場の形態を無駄のない管理しやすい効率の

よいものにしてもらいたい。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

46
(８)地域連携施

設

13頁

14行目

教室の収納スペースについて

現在中学校はカバンを置くスペースが教室内にないため、廊下のスチールラックにおいています。机の横にものを

置くスペースはないので致し方ありません。

教室内にロッカーはありますが小さいのと雨水が浸水するためあまり使用できません。

新校舎では

・上着を掛けるスペース・ヘルメットをおけるスペース

（自転車のヘルメット着用義務化を見据えて）

・教科書や資料集を置くスペース

（現在の資料集等の規格にあった大きさ）

・通学カバンを置くスペース

これら３つを確保して欲しい。

⇒同じ場所に確保するのもありですが

⇒通学カバンと、資料集や教科書を置くスペースが同じ場所にあると生徒は教室内導線がスムーズになり喜ぶ。

⇒上着を掛けるスペースや・ヘルメットをおけるスペースは玄関付近に集中させても良いが、登校時間帯に混雑が

予想される。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

47
（４） 管理系

施設

12頁

14行目

給食配膳について

当然バリアフリー構造に校舎はなると思うので現在のような階段を思い食缶を上げ下げすることはないと

思うがその前提で

クラスごとに１台の配膳ワゴンに乗っかって教室内まで運べると良い。食缶や食器箱を大きく移動させる

ことなく配膳できるカートを導入してもらえると給食配膳にかかる時間も手間も省けて大変嬉しい。（た

だし給食設備に関わるので今回のコメントとは直接関係はないかもしれませんが参考に）

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

48
学校給食につい

て
-

基本構想では「たくましく生き抜く児童生徒」「自らの力で明るい未来を切り開いていくことが出来る子

供の育成」がうたわれ、学力向上や健やかな体づくりを目標として掲げています。

これらを実現するためのすべてのもとになるのは、食事だと思います。子供の時にきちんとした食事をと

り食習慣を身に着け成⾧する事により、健康な体を保ち心強い次代の日本の担い手となれると信じており

ます。

基本構想では栄養教諭や給食設備など食について一言も触れてなく、唯一給食準備室が記載されていまし

た。この事はどこかで調理された物を持ってきて子供たちに食べさせるということを意味していると思い

ますが、只食べさせれば良い、お腹が膨れればよいという事では上述のような子供の成⾧は望めません。

業者が作る弁当は学校給食とは言えません。

栄養教諭により管理された学校給食を提供し、食について栄養教諭と教科の教諭が共同して教育する事に

よって、成⾧してからも食の自己管理ができ、健康で丈夫な体を作り上げ、社会への貢献や健康年齢の伸

⾧へとつながっていくと思います。

記載ミスがあったということで栄養教諭が1名教職員に追加されたようですが、組織図や部会には明記され

ておらず、期待する役割がよくわかりません。

食に関する指導につきましては、その内容など

は、小中学校の学校経営計画などに示されてい

るとおりで、主に学級担任による学級活動にお

ける給食指導、そして、栄養教諭による食育指

導、さらには社会科における食糧生産、食物の

輸出輸入などの学習、理科における植物や命の

学習、家庭科での調理や食べ物の学習、体育科

の保健領域などにおける食と健康に関する指

導、⾧沼ふるさと学習における大豆栽培や豆腐

づくりなど、特設の食育授業から日常的な教科

横断的な食に関する指導など、食に関する指導

の全体計画・年間指導計画に基づいて適切に取

り組まれているところでございます。学校給食

のあり方については、今後、総合的に検討して

まいります。

49
Ⅱ⾧沼町義務教

育学校の教育
4-5頁

「３ 目指す子供・人間像」はあまりにも簡単すぎる表現だし、「５ 目指す児童・生徒像とつけさせたい

力」と一緒にした方が良いのではないでしょうか？

「⾧沼を愛し...」というのは強制することではなく、結果として自然に生まれるものです。

子どもたちが自ら考え、判断し、自主的に行動できるように育てることが大事だと思います。北欧など先

進的な教育をしている国に比べて、日本の教育が一番遅れている点です。

「６ ⾧沼町が目指す姿」の項目もあまりにも簡単な表現ですね。もうちょっと、わかるように肉付けして

はどうでしょうか？

今年度から小中学校のマスク着用は子ども

たちが自ら考え、判断し、自主的に着脱が

できるように対応しております。また、タ

ブレットにインストールされた学習アプリ

「キュビナ」では、子どもの学習定着度に

応じた個別最適な課題を出題し問題を解い

ております。いつでも、どこでも、だれと

でも主体的に学び、活動できる子どもたち

を育てていくことが大切だと考えておりま

す。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

50
学校給食につい

て
-

当初の案では入ってなかった「栄養教諭」が追加されましたが、学校給食は存続していくということでい

いですね？

このページに限らず、食育の観点が乏しいと思います。

子どもの健康面でも地元との連携・活性化でも、大事な点です。

明確な方針を示していただきたい。

町での学校給食の提供については、義務教

育学校に関わらず、継続していくことで検

討しております。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考として検討してまい

ります。

51
(８)地域連携施

設

13頁

14行目

児童センターの時も、地域に開かれた施設にするという基本方針が謳われていましたが、実現していない

と思います。

会議室を整備することは歓迎しますが、それだけでなく、地域の人々が子どもたちの育成に関われるよ

う、もっと具体的に方策を打ち出すべきです。

学校施設の地域住民活用や地域住民が教育

に関わることはとても大切なことです。現

在、学校運営協議会では、具体的にどのよ

うに進めていけばいいのか議論されている

ところです。いただいたご意見を参考にし

て進めてまいります。

52

２ ⾧沼町にお

ける小中一貫教

育

2頁

8行目

☆一体型義務教育学校を選択した理由とプロセスが知りたいです

☆私の意見は、施設一体型で 併設型小学校・中学校を希望します。

令和４年度を施設分離型の小中一貫校として本格スタートした状況なので、このままの形で施設一体型に

移行した方が、児童生徒にとっても良い方向だと思うし、校⾧先生が複数いる方が相乗効果も出ると思い

ます。

小中一貫教育は、基本構想（案）の記載に

あるとおり、令和２年４月の小学校統合に

より、小中一層の連携と接続の強化が必要

と考え、令和４年度を完全実施元年と位置

付け、施設分離型の小中一貫校として本格

的に実施しております。今後、小中一貫教

育をより良く進めていくに当たっては、施

設一体型義務教育学校の設立が必要とな

り、小中双方の校舎の老朽化に対する課題

解決にも繋がることから、補助事業等も活

用した建設に向けて、検討しております。

今後も地域住民に対する説明会や検討委員

会等を通じてご意見をいただきながら、十

分検討の上、取り進めてまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

53

３ ⾧沼町立学

校小中一貫教育

グランドデザイ

ン

3頁

☆教職員数内訳に栄養教諭が訂正・追加されましたが、グランドデザインの実現のための組織に栄養教諭

の明記がないので明記してほしい

 ・保健体育部 →栄養教諭（学校給食）食に関する指導

☆栄養教諭が現在配置されているのに明記がないのはなぜなのか理由が知りたい？

グランドデザインにつきましては教職員が

小中一貫に向けたカリキュラムの大枠の構

想として現時点においてのものを掲載して

おります。グランドデザインは今後、小中

一貫教育推進会議で検討した中で、毎年度

策定されますので、いただいたご意見につ

きましては、今後の参考として検討してま

いります。

54
（４） 管理系

施設

12頁

14行目
☆給食配膳室はあるが、学校給食施設には一切触れていないのはどうしてか理由が知りたいです

給食センターにつきましては、持続可能な

給食提供や全国で広がり始めております高

齢者向けの配食サービス、総合給食推進、

地域特産品の食品加工、防災といった新し

い機能を持つ施設への検討も今後必要であ

り、いただいたご意見につきましては、今

後の参考として検討してまいります。

55
（７）防災施設

（設備）

12頁

10行目

☆①②③共、避難所に係る内容について、「検討します・検討を進めます」とありますが具合的な内容が

なく意見を書くことができません

避難所としての設備・機能につきまして

は、今後の基本設計の段階から、防災部署

や関係機関とも連携しながら、十分検討の

上、取り進めてまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

56 ４ 建設候補地 14頁

☆②の現⾧沼中学校の校地が最適とあるがどのような理由でその結論に至ったか知りたいです。

☆③総合公園、リフレ南側に賛成します。

 ・敷地も広く、保育園・児童館に近い事。

  学校から交通量の多い道路を通らなくても児童館に行くことができるのは安全に配慮されているので

良いと思います。

 ・自家用車での送迎時の場所の確保もしやすいと思います。

新校舎建設候補地として、りふれ南側は登

下校時に北２号線を横断する際の子どもの

安全確保、市街地、とりわけ宮下区や旭町

区からの徒歩通学に距離があること、水害

などの防災時の対応などを考慮すると現状

厳しいとの判断と至りました。

57

３ ⾧沼町立学

校小中一貫教育

グランドデザイ

ン

3頁

第2次⾧沼町食育推進計画（令和3年3月）

（2）教育・学習分野（19ページ抜粋）

小中学校において、栄養教諭により学校給食を通して、正しい食事のあり方や望ましい食習慣を身に着

け、食事を通して自らの健康管理ができるよう「食に関する指導」に努めます。

 第2次⾧沼町食育推進計画（令和3年3月）に目標としている内容から学校給食を「生きた教材」とするた

めには「栄養教諭」の配置は必須である。

※追記 保健体育部→栄養教諭（学校給食）食に関する指導

当該グランドデザインにつきましては、小

中一貫教育の令和４年度の取り組みについ

て、参考として掲載しております。義務教

育学校としてのグランドデザインは今後、

幅広くご意見をいただいた上で、策定して

まいります。

58

（３）健全な心

身～困難にくじ

けない強い心と

身体を持った子

ども

5頁

5行目

目指す児童・生徒像とつけさせたい力（小学校学習指導要領）

（３）健全な心身

児童が食に関する正しい理解と望ましい食習慣を身に付けることにより、生涯にわたって健やかな心身と

豊かな人間性を育んでいくための基礎が培われるよう、栄養のバランスや規則正しい食生活、食品の安全

性などの指導が一層重視されなければならない。

食育に関する内容は教育行政執行方針に示

されており、小中学校学校経営計画の「食

に関する指導」の全体計画や年間指導計画

に基づいて適切に取り組まれているところ

でございます。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

59

（６）カリキュ

ラム編成の基本

的な考え方

7頁
「ふるさと教育」地域を愛するためには、地場産物を学び理解し地場産のルート開拓を徹底し出来るだけ

学校給食に使い「生きた教材」とすることで地域を学ぶことが出来る。

給食センターでは郷土食などで、道内産、

町内産の食材を用いたメニューを提供して

おります。さらに教育に資する方策につき

まして検討してまいります。いただいたご

意見を参考にして進めてまいります。

60
１ 建設の基本方

針
8頁

建設の基本方針の中に、学校給食調理場が含まれていないのはなぜか？

第6期⾧沼町総合振興計画（2121-2028）（ｐ26抜粋）小中一貫教育を進めるうえで望ましい学校施設の形

態は施設一体型と考え、学校給食センターも含めた複合化・集約化を基本に、学校建て替えに着手しま

す。

令和2年（2020年）3月の⾧沼町学校施設整備基

本方針での学校給食センターも含めた複合化・

集約化を推進することを受け、令和4年度第2回

総合教育会議【令和5年（2023年）3月2日】に記

載されております通り、まずは、子どもたちが

安全で快適な教育環境を実現できるよう、⾧年

の課題である小中学校校舎の老朽化並びに将来

的な人口減少に伴う児童生徒の減少など、問題

解決に向けた対応を優先させたいと考え、給食

センターにつきましては、持続可能な給食提供

や全国で広がり始めております高齢者向けの配

食サービス、総合給食推進、地域特産品の食品

加工、防災といった新しい機能を持つ施設への

検討も今後必要であるとの考えから、校舎を最

優先とした基本構想となった次第でございま

す。

61
（７）防災施設

（設備）

13頁

10行目

災害時の防災施設となる。学校給食と防災施設の機能を兼ね備えたものを建設することが有効である。防

災施設として改築中の仮称北広島市小学校給食調理場は防災施設として建設費等の補助金を活用している

ことを参考に建設費の軽減となると考える。未来を見据え防災機能の必要性アレルギー調理室を兼ね備え

ているだて歴史の杜食育センターも参考となる。

給食センターにつきましては、持続可能な

給食提供や全国で広がり始めております高

齢者向けの配食サービス、総合給食推進、

地域特産品の食品加工、防災といった新し

い機能を持つ施設への検討も今後必要であ

り、いただいたご意見につきましては、今

後の参考として検討してまいります。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

62 全体を通して -

⾧沼町PTA連合会は、小学生中学生高校生の健やかな成⾧と元気なからだ作りを基盤とし、自己肯定感、

学力、コミュニケーションの向上を目指します。その大きな柱として、優秀な栄養教諭を中核とし食育の

指導と安心安全な地元の食材を使った美味しい学校給食の提供を望みます。それを積み重ねることで、郷

土愛、地域を愛する人、困難にくじけない強い心を育てると考えます。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

63

２ ⾧沼町にお

ける小中一貫教

育

2頁

25行目

ウェルビーイングを示しているのであれば、「⾧沼町総合振興計画第６期」に記載している学校給食につ

いての取り組みを実現してほしいです。

以下抜粋

学校教育については、児童生徒の望ましい食習慣の形成を目指し、地場産食材を活用した栄養バランスの

取れた魅力のある給食を提供するよう努めています。学校給食が「生きた教材」となるよう、家庭・学

校・地域と連携し、食に関する指導の充実に努めています。一方で、地場産食の安定した供給と使用率向

上、センター建設後３０年以上が経過しており建物や機器の老朽化が進んでいることなどから、安全・安

心な給食を提供するため設備更新を図りながら、施設の複合化・集約化も含め、早急に改築に向けた取り

組みに着手する必要があります。

学校給食のあり方については、今後、総合

的に検討してまいります。また、給食セン

ターにつきましては、持続可能な給食提供

や全国で広がり始めております高齢者向け

の配食サービス、総合給食推進、地域特産

品の食品加工、防災といった新しい機能を

持つ施設への検討も今後必要であり、いた

だいたご意見につきましては、今後の参考

として進めてまいります。

64 （２）特別教室
12頁

6行目

ランチルームの設置を希望します。

家庭教育では出来ない他者との交流、外部とのイベントスペースとして活用することでより多くの人と話

すことができる地域連携施設としての環境が望ましいです。

そのためには自校給食を採用してほしいです。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

65
（７）防災施設

（設備）

13頁

10行目

給食施設が⾧沼町の大切な防災施設として災害時などに炊き出し等の出来る施設として活用することが望

ましいです。

給食センターにつきましては、持続可能な

給食提供や全国で広がり始めております高

齢者向けの配食サービス、総合給食推進、

地域特産品の食品加工、防災といった新し

い機能を持つ施設への検討も今後必要であ

り、いただいたご意見につきましては、今

後の参考として検討してまいります。

66
意見の反映につ

いて
-

私は、毎月ママカフェを通してりふれで未就学の子ども達とお母さん達を集めて地元の食材を使った食事

を作り食べることの楽しさや大切を伝えるために活動してきました。未来の子どもたちのためにもより幅

広い層の意見を聞いて頂き今後の学校基本構想に取り組んで頂きたいと思います。

基本設計に向けましても、引き続き町民各

層のご意見を拝聴してまいります。

67

２ ⾧沼町にお

ける小中一貫教

育

2頁

11行目

4頁

2行目

意見：タンチョウも住めるまちづくりに関する内容を「⾧沼ふるさと学」に加え、9年間継続して学習し、

異学年同士や町民に向けた学習成果の発表をするなど子ども達の学びが循環するようなカリキュラムを作

成いただきたい。また、ふるさと教育部会においてもタンチョウも住めるまちづくり検討協議会地域づく

り専門部会の意見を取り入れるか、委員の所属を検討いただきたい。

理由：⾧沼町では2020年に道央圏で100年以上ぶりにタンチョウが繁殖し、タンチョウとの共生をめざし

たまちづくりに取り組んでおり、「舞鶴」という地名からもタンチョウという存在は歴史的にも⾧沼町に

関わりのある特徴的な生き物です。このまちづくりや環境は他の自治体にない⾧沼町の特色であると思い

ます。さらにタンチョウに関する題材は「持続可能な社会の実現」や「生物多様性」を考えるうえで、5

ページ「５目指す児童・生徒像とつけさせたい力」の（６）につながるものと考えられるからです。

タンチョウを地域素材として採り上げた「⾧沼

ふるさと学」は小学5年生で実践されておりま

す。実際の学習ではタンチョウ博士こと正富宏

之名誉教授（専修大学北海道短期大学）やタン

チョウも住めるまちづくり検討協議会の皆様の

ご支援をいただき、タンチョウの生態観察を通

して自然環境に配慮した持続可能な社会の実

現、水生生物の多様性、自然と人間の共生など

の課題を設定して学習を進めております。

 「⾧沼ふるさと学」など教育課程の編成権は

学校にございますので、学校の要望や実態に配

慮しながら取り進めてまいります。
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68 ３ 施設設備 12頁

意見：タンチョウが身近に感じられるよう、校舎や設備の一部にタンチョウのモチーフを取り入れていた

だきたい。（例：階段の手すり、壁面にタンチョウのイラストを描く、トイレや教室などの標識にタン

チョウイラストを取り入れるなど）

理由：学習題材としてのタンチョウも住めるまちづくりの重要性は前述の通りであるが、より子供たちや

校舎を利用する地域住民がタンチョウを身近に感じることで、タンチョウが住む⾧沼町に対する郷土愛に

つながると考えるからです。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

69 ３ 施設設備 12頁
①給食センターの継続もしくは、自校給食を希望

 学校給食は、「教育」です。子供たちの食育に力を入れて頂きたい。

町での学校給食の提供については、義務教

育学校に関わらず、継続していくことで検

討しております。いただいたご意見につき

ましては、今後の参考として検討してまい

ります。

70
（５）屋内運動

施設

13頁

2行目

②体育館を２箇所設置希望

 現在の基本構想の内容では、体育館の詳細がわからなかったのですが、大ホール（バスケットコート二

面以上）と中ホールが必要だと思いました。

参考にしたのは、安平町早来地区義務教育学校です。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

71
５ 建設に係る

スケジュール
15頁

③今後のスケジュールの開示希望

 建築についてのスケジュールだけではなく、子供たちや保護者に関係する説明会なども含めたスケ

ジュールを立てて頂きたい。

今後のスケジュールにつきましては、確定

次第、改めてお知らせいたします。
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72
ワークショップ

について
-

④ワークショップ開催の希望

 砂川市では、義務教育学校建設子どもワークショップを行ったそうです。アンケートではなく、子ども

たちに意見を持たせる良い機会と捉えて頂きたい。

 安平町の早来地区義務教育学校では、町民参加型ワークショップも開催されました。採用になる意見は

出なかったようですが、町民にも参加している意識を持ってもらう良い機会だと思います。

今後、何十年と使い続ける学校ですので、今いる小中学生だけでなく、今後使用する子供たちとその保護

者や地域住民と一緒に作り上げていくことが必要だと思います。

学校は地域で支えていくべきと考えています。とは言え、現在45歳の私が通った小学校に息子（小4）が

通っていますので、一日も早い建設を願うばかりです。

ワークショップ開催を含めて、今後もいた

だいたご意見を参考にしながら、新しい学

校施設の整備を検討してまいります。
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73

３ ⾧沼町立学

校小中一貫教育

グランドデザイ

ン

3頁

小中一貫校を設立する主幹となる「目的（ピンク背景・小中学校9年間～）」が何を意味しているのか全く

理解できませんでした。また、「重要テーマ（一人一人～）」とその前の2行の繋がりがわかりませんでし

た。「目的」が理解できるように詳細な説明を願います。

一般に目的が不明確な事業は十分な成果がでないことが多いとされています。また、現在⾧沼の教育現場

でどのような問題が起きており、それらの原因と対処法が１つも記載されていない事も、本案の問題点と

思います。

正しい日本語を用い、少なくとも小学高学年以上が理解できる平易かつ簡潔な文章で「目的」を改めて示

していただくことを要望いたします。

教育課程の構造を見てみますと、先ず「めざす

子ども像」があり、それを受けて学校教育目標

があり、中学卒業までに身に付けてほしい力を

踏まえて、各教科等の指導内容・授業時数配当

などが決められます。そして、具体的な授業に

ついては、単元や指導内容などが指導計画とし

て作成されます。これらは学習指導要領に定め

られているので、現場の教員は検定済教科用図

書で教えることにより、毎日の授業を進めるこ

とができます。

しかしながら、教育課程は学校教育の目的や目

標を達成するために、教育の内容を児童生徒の

心身の発達に 応じ、授業時数との関連において

総合的に組織した学校の教育計画のことで、そ

の学校の方針や在り方を示すもっともな重要な

要素であると考えます。

●本案の「目的」の解釈確認と、教員の指導力について私見を記します。

「現在の教員は指導力等が不足し、子ども達が授業に興味を持たずわかる授業ができていない。そのた

め、構造を小中一貫校に変化させることにより、構造的理解（←この日本語ありますか？）を教職員が行

い、教職員の指導力を向上させわかる授業をできるようにし、子ども達が授業に向き合い、学力の向上を

目的とする。」

 私見：仮に教職員の指導力が不足していたとしても、一貫校になることでは解決しないと思います。そ

れは、学校というシステムが社会の変化に比べると戦前より全くといっていいほど変化していないことに

起因していると考えます。教員が本来の力を発揮できるように、学校システムを現在に即した形に変化さ

せれば、おのずと優れた指導力は発揮されと考えます。改めて記しますが、その変化は一貫校になること

ではないと思います。

⾧沼町の小中一貫教育では教育課程の重要性を

重視し、受け身の教育課程ではなく、発信する

教育課程をめざしております。すなわち、9年間

の単元系統表を児童生徒の学習内容の定着度

（ＮＲＴ検査）を踏まえて小中の教職員が作成

する過程で、9年間の学びの流れに加えて、上記

のような教育課程の構造を理解していきます。

また、定着度の実態から単元内容にも難易度の

高低がかなりあることがわかってくるので、難

易度を考慮した単元構成を自主編成して、児童

生徒の困り感や、ついてこれなくなることがな

いように、難易度の高い単元では時数を増やし

たり、そうでない単元では時数を減らしたりす

るなど、単元構成に調整を加えた、難易度の実

態に合わせたフレキシブルな学習指導をめざし

ております。そのため、教育委員会といたしま

しては、教育課程のうち、
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とりわけ単元系統表の積極的活用につきまして

は、町の教育行政執行方針に盛り込むとともに

小中学校に対して指導・助言を行っているとこ

ろです。

なお、教育課程の構造的理解という用語につき

ましては、本町の小中一貫教育アドバイザーと

して4回ご来町いただき、大変お世話になってい

る兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻・日

渡円教授の本町での解説・講話から引用させて

いただいたものであります。

74 （４）教職員数 6頁

①優秀で熱意ある教職員に居てもらうための施策を（35名でも多すぎるのでは）

2021年度実施の公立学校教員採用選考試験では、小学校教員

の競争倍率が2.5倍と過去最低を更新し、教員志望者の減少に歯止めがかからない状況が明らかになりまし

た※。

フィンランドでは20～25人程度の少人数のクラス編成が一般的で、プログラミングの授業であれば、「お

もちゃ（知育玩具）を使って学ぶ」「ボードゲームを使って学ぶ」「iPadで学ぶ」といった複数の方法の

中から、子どもが自分の好きな方法を選んで学べるといいます。また、今後はAI（人工知能）の活用によ

り個別最適化学習が可能となり、算数・数学や英語の学習にかかる時間を短縮できる可能性があるそうで

す※。子どもの個性や特性に合わせた少人数指導を行えることで、教員の負荷軽減や、教員自身が学び研

究する時間を確保できる、双方のクリエイティブ教育にもつながっていると考えます。GIGAスクール構想

で1人1台端末が達成できても、まだまだ活用できているとは思えず宝の持ち腐れではないでしょうか。大

人が使いこなせず子どもたちの可能性を閉じることのないよう、ぜひ将来を見据え、今から上記活用につ

いて検討いただければと思います。

市町村教育委員会には教員の任命権すなわち人

事権がございませんので、北海道教育委員会に

人事の内申を行っております。教員の資質向上

に加えまして、昨今は教員不足も深刻になって

おりますので、北海道町村教育委員会協議会な

どの団体を通して、適切な教員人事が執行され

るよう要望を上げております。また、市町村教

育委員会においても任命権がある期限付き教員

や時間講師などについては実力のある人材の採

用に力を入れております。
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GIGAスクール構想については、全児童生徒への

一人一台のタブレット付与や校内高速ネット

ワーク環境整備に加え、本町では、学習アプリ

の「ロイロノート」や「キュビナ」を全額（保

護者の皆様が１年間に負担する教材費とほぼ同

額）公費負担での導入を継続してきておりま

す。高水準な学習環境を整えて、教育DX（デジ

タル・トランスフォーメーション＝学校が、デ

ジタル技術を活用して、カリキュラムや学習の

あり方を革新するとともに、教職員の業務や組

織、プロセス、学校文化を革新し、時代に対応

した教育を確立すること）を推進し、一人一人

の学びをしっかりと支える授業改善が進め、全

道、空知管内におけるICT教育（今までアナログ

で行っていた教育のデジタル化）をリードして

まいります。

75

２ ⾧沼町にお

ける小中一貫教

育

2頁

②（郷土愛）世界、日本、北海道から見た⾧沼町という視点を入れてほしい

⾧沼の歴史や先達の教え、タンチョウや地域生物の生態学習も大切ですが、子供たちの未来からそれがど

のような生き方、人生につながるのでしょうか。正直⾧沼にどんな伝統（文化）があるのか、よくわかり

ません。美術館や歴史郷土資料館もないですし、そうしたものを通して自然に地域文化のことを知るので

はないでしょうか。町が芸術文化の施設を造り、世界発信できる⾧沼文化があれば、子供たちも誇りに感

じるのではと思います。

本基本構想（案）にはございませんが、昨年度

の教育行政執行方針では、「ふるさと⾧沼学」

を打ち出し、地域素材を扱う学習を充実させ、

伝統・文化や最先端、地域の課題を⾧沼町から

学び、⾧沼町や日本、世界をどうよくしていく

のか考え、解決の方向性や処方箋を地域に発信

できる子どもの育成と記載しております。ま

た、今年度の教育行政執行方針では、「本町独

自の「⾧沼ふるさと学」については、地域素材

を扱う学習として充実させ、伝統・文化や最先

端、地域の課題を⾧沼町から学ぶとともに、究

極の学びの技能である自らの問いを立てられる

人材育成に取り組み」と記載されているよう

に、「⾧沼ふるさと学」の目的を示し、⾧沼の

地域素材を通した学びの充実をめざしてまいり

ます。
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76

（６）カリキュ

ラム編成の基本

的な考え方

7頁

③「起業家精神」を育成するカリキュラムは今後必須

「起業家精神教育」に関しては、小・中学校の段階から力を入れていく姿勢を国が示しています。政府は

22年11月に「スタートアップ育成5か年計画」を策定。文部科学省の令和5年度概算要求においては、大学

のみならず、小中高においても起業家精神教育の機会拡大を図る方針が示されました※。

⾧沼町の職業体験は中学2年の学習に入っていますが、今後はそれらを小学生も取り組めるようにすること

が大切ではないかと思います。例えば、フィンランドでは小6と中3に当たる学年の子が受けるアントレプ

レナーシッププログラムの一つに『Me＆MyCity』があります。キッザニアのような職業疑似体験ができる

プログラムで、その地域の企業とNPO法人が連携して実施し、学校の体育館にそれぞれの学校がある町の

様子を再現します。子どもたちは、議員やパン屋、携帯ショップの店員など、実在するブランドの名称な

どを使ったリアルな設定での職業疑似体験を通じて、『どんな町をつくればよいか』『どうすれば売れる

のか』といったことを自らの頭で考えます※。また、アメリカでは子どもたちがスマホやNFT（ブロック

チェーン上に記録される代替不可能なデジタルデータ）を使った売り買いを体験しています。海外のアン

トレ教育は、日本の何周も先を行っているという印象です※2。

学習指導要領で定められた時数などの範囲

内で、⾧沼町の特色ある地域素材を採り上

げながら子どもたちを育ててまいります。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

アドビが1200人の高校生を対象に20年に行った意識調査によ

ると、「自分は創造力がないと思う」と答えた高校生のうち、63%が小学校高学年から中学生の期間に

「自分の創造力に自信を失った」と回答しています※。田舎であってもネット環境が整っている面では世

界共通です。⾧沼ではできない、ではそこで終わります。アントレプレナーシップがどうしたらできる

か、と質問を変えて、できる可能性を考えてみてもらえたらと思います。
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77

（６）カリキュ

ラム編成の基本

的な考え方

7頁

④経済観念が育ち将来お金に困らない子どもになるためには、「お金の授業」の導入は必須

フィンランドでは小学6年生が自宅からレシートを持ってきて、そこに何が記されているかを学ぶところか

ら始めています。商品の代金から、税金の額や使い道などお金の使われ方を学びます。中学生になると、

大きな体育館にNPOと連携して仮想の街をつくります。市庁舎やスーパー、花屋が並び、議会も開かれ

る。当事者だったらという想定で課題を発見していくのです※2。

これなら、今の⾧沼町でも十分に可能だと思います。昨年から高校で投資についての授業が始まりました

が、いきなり投資は危険すぎますし、そもそもお金の知識なしに始めてしまうと、大切なお金を失いかね

ません。まずはお金とは何か、お金の流れや経済観念を養うこと。ここは③にも通じる大切なことです。

税理士の大河内薫さんが全国無料でお金の授業を行っていますが大変好評です。彼の主宰するコミュニ

ティ、マネリテDAOで学んでいますが、無料ですし、その道のプロが社会貢献のために提供している資材

を調べ、積極的に取り入れてほしいと思います。

学習指導要領で定められた時数などの範囲

内で、⾧沼町の特色ある地域素材を採り上

げながら子どもたちを育ててまいります。

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

78

教員・教育委員

会の活動につい

て

-

⑤教員、教育委員会は外部に自ら出向き学んだ内容を学校や子どもたちに活かす活動を

せっかく地域に小中一貫校ができるのですから、先進的な教育を行っている自治体に出向き、教員や教育

委員会で積極的に学んでほしいです。そのための予算もぜひつけてください。

日本は小・中学校での基礎学力の定着に関しては世界でトップレベルの成果を出していますが、正解のな

い予測困難なこれからの社会に対応するべく必要となるのは、基礎学力に加えてクリエイティブ力であ

り、これは教科ごとに縦割りのマニュアルに沿った授業で身に付くものではありません。クリエイティブ

力を養う教育を公立校で充実させるためには、それに対応できる人材の確保や教員への研修 が必要になり

ます。そのためにも、待遇を引き上げ物理的負荷を減らすといった教員の働き方改革を進めることが必須

です※。こちらは①にもつながります。

⾧沼町では小中学校教職員やCS（コミュ

ニティ・スクール）委員、教育委員、教育

委員会事務局職員などが小中一貫校や義務

教育学校先進校への視察を行っておりま

す。また、小中一貫校・義務教育学校先進

地や文部科学省から外部講師をお招きし

て、新しい時代の学びを実現する学校づく

りについて研鑚を深めており、今年度以降

も情報収集や外部講師を招聘した研修会な

どを継続していきます。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

79

まおいまなびの

里小学校や⾧沼

高校との連携に

ついて

-

⑥まおいまなびの里小学校や⾧沼高校との積極的連携を

今年北⾧沼に開校したまおい学びのさと小学校は、全国でもユニークな教育を行っている先進的な学校で

す。その様子はドキュメンタリー映画「夢見る学校」にも描かれています。同じ町内にこんなに素敵な学

校ができたのですから、お互いに交流しながら良い所を学び合う姿勢が大切ではないでしょうか。また、

⾧沼高校でも、あまり知られていませんが、町内の若手農家や若手議員の話を聞いたり、キウス遺跡学

習、縄文太鼓のワークショップなど、かなりユニークな体験学習をしています。これらは再任用の教員が

中心となり豊富な人脈で取り組んでくださっています。

教員同士の交流や協力、学び合いを含め、机上の学習だけでなく、このような「経験の機会」を増やし、

何がこの町の子どもたちにとって大切なのか、を考えて頂ければと思います。

教育機関の連携は大変重要であります。町

内の幼・小・中・高校間では、教育実践な

どの連携・交流を各種会議などで進めてお

ります。新たに開校した私立小学校とも今

後、交流する機会を設けていくよう検討し

ているところです。

参考資料：

※日経Xwomen教育後進国ニッポン 現状維持では日本は低迷の一方

（有料記事ですが必要であればメールで送ります）

https://woman.nikkei.com/atcl/feature/23/032200195/040400001/?P=4

※2 アントレ教育で「非認知能力」を伸ばす 起業しなくても必要になる理由 小宮山利恵子さんに聞く

https://www.asahi.com/edua/article/14877587?p=1



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

80

（６）カリキュ

ラム編成の基本

的な考え方

7頁 ・授業時間にあわせたチャイム（45分50分混在だとノーチャイムでしょうか）
いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。

81 ３ 施設設備 12頁

・明るい壁面（掲示物がどこにでも掲示できる。また、どの壁面にもプロジェクターで映像が映せるよう

な）

・各教室に水飲み場（水道の蛇口数の確保）

・簡単に高さの調節できる黒板。

・バリアフリー必須。（教室のドアは吊り下げ式）

・タブレット収納庫の常設。

・児童の収納場所（廊下でも良いので１人一人にしっかりとした収納場所を。教科書やファイル類もそれ

ぞれが入れることができるとなお良いです。タブレットの持ち帰りから児童の鞄の重量が増え、児童も保

護者も負担増です）

・吊り下げ式大型モニター（台があると教室のスペースが削られます。）

・各教室のドアに中からかけられる鍵。窓は強化ガラス。（不審者対策）

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

82 ３ 施設設備 12頁

・図書室の充実を

・児童がいろいろな場所で本が読める工夫を。（友達と一緒に一冊を読めるテーブル、床に寝ながら、隣

と仕切られた机、ベンチなど）

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

83 ３ 施設設備 12頁

・「特別支援学級」は、学級の増減や種別が変わります。「多目的教室」のように移動式の間仕切り（２

つ以上に仕切ることができる）を良いと思います。少人数指導は、より多くの仕切りで分けられると効果

的と考えます。

・「特別支援学級」と「保健室」には、トイレとシャワー室が必要と考えます。（体調不良などで服や身

体を汚すことがあります）

・「通級指導教室」として「指導室（小学校４、中学校１）」

 「プレイルーム（小学校１、中学校１）」が必要です。

 言語の他、情緒通級、LD通級の教室も必要では。

・大学のようではないですが、広い空間に様々な学習スペースがあり、座椅子、机（隣と仕切りがあ

る）、ベンチ、畳など、自分の好きな形でそれぞれが集中して個別に学習できる広い教室があるといいで

す。（廊下と一体化しているのも広くていいです）

・プレゼンできる機能設備を。（モニター、プロジェクタなど）

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

84 ３ 施設設備 12頁

・「職員室」には全ての職員が収容でき、スムーズに移動できる広さの確保。また、職員１人１人に書類

などの収納場所の確保。

・「職員トイレ」の整備。

・「多目的トイレ」の設置。（男女以外の活用もしくは兼用）

・「エレベーター」の設置（ダムウエイターのような給食だけでなく、けがをした児童など、児童教職員

も活用できるもの。）

・男女別更衣室

「職員用机」の同一規格で整備。（毎年、職員室の中での引っ越しが行われますが、机の規格が同じだと

引き出しの移動でできます。）

・「職員室」にもプレゼン用モニターや、行事黒板用モニターなどがあると、職員間の連携や会議の資料

の提示、職員研修の資料活用などにもなります。⇒会議室でも同じです。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

・「保健室」には、トイレとシャワー室が必要と考えます。（体調不良などで服や身体を汚すことがあり

ます）

・空調（冷・暖房）必須。感染対策で十分な換気システム。（学校全体として）

・十分な放送設備。

「会議室」も十分な広さを（職員全員が入ることができないと活用しにくくなります。）

・5～6人で活用できる立式のテーブル会議スペース。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

85
（５）屋内運動

施設
13頁

・体育の授業は、9学年で最低でも週27時間の授業時間があります（学年で合同体育の場合です。クラス毎

の体育だともっと増えます）。第2体育館は絶対に必要だと思います。

・跳び箱や高跳ぎのポール、様々なボール、バレーのネット、バスケットボールのゴール、ラインサッ

カーのゴールなど、様々な体育道具の入れることができる器具室。児童でも出し入れしやすい機能や収納

の工夫された体育館。

・学芸会、卒入学式など、多数の人が入る行事に使うイスの収納場所。

・照明、音響の充実したステージ設備。（演台などの収納場所も必要です）

・体育館放送室（児童も使うことを想定した広さも必要）

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

86 ３ 施設設備 12頁

・鉄棒は高さによって十分な数が必要です。

・スクールバスの待機場所、または待合所の設置。（職員室からも見えると緊急時に対応しやすいです）

・安全なバス乗り場。広さや天候を考慮して。

・田、または一定規模の畑の整備・管理体制（地域産業との連携・P5,「⾧沼町がめざす姿」）

・運動会、体育祭など、児童生徒保護者も観覧できる階段客席。

・水飲み場。

・熱中症対策として日よけ場所

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。

87
（７）防災施設

（設備）
13頁

・災害対策品の整理、設置場所の整備。（一般教材などの収納場所とはしっかりと分けるべきです）

・防災教室など（１日防災学校）でも活用できる機能を。

・広い玄関（出入口が多い）⇒教師管理で全てのドアが一斉に施錠解錠できるといいです。（セキュリ

ティ面でも）

・停電時でも発電できるよう、屋上などに太陽光発電パネルなどの設置を。

今後の基本設計を進める中で、学校運営や

建設費用等を考慮しながら、いただいたご

意見を参考に整備の検討を進めてまいりま

す。



⾧沼町一体型義務教育学校基本構想（案）に対する意見募集の結果について

No 区分 頁・行 ご意見 教育委員会の考え方

88 ３ 施設設備 12頁

・新型コロナ感染症対策について。

 マスクの着用義務がなくなったり、2類から5類へと移行されるようですが、感染症がなくなったわけで

はありません。児童生徒そして地域の方の命を守る「安全・安心を確保できる施設設備」に向けて、感染

症対策の具体的な対策を講じた施設を検討してください（暖房冷房もかねた自動換気システム、抗菌設

備、空気清浄機の導入など）

いただいたご意見を参考にして進めてまい

ります。


